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熱心に説明を聞く会員の皆さん 
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愛知県国際農友会だより 
●平成 21 年度の活動を振り返って 

●平成 21 年度の主な活動 

平成 21 年度通常総会、アセアン農業研修生の

受け入れ、海外派遣研修生の帰国報告・激励、

海外派遣農業研修生の推薦、夏期経営研修会、

国際農業者フォーラム 
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 平成２１年度の活動を振り返って 

～愛知県国際農友会活動について！～ 
                         会 長 天野  治（豊橋） 

政権交代、大型台風の直撃、そして円高デフレと、何かと大変な 21 年度でした。 

会員の皆様には、そんな荒波にも負けず奮闘努力されていることと思います。 

今年度の事業も会員並びに担当支部の皆様、役員の御協力により、経営研究会、

フォーラムと研鑽を積み、親睦・交流を深めることができまして感謝いたします。  

３月に、米国大使館公邸で行われた“日米農業交流レセプション”において、

赤松大臣より「この国際化の中、海外で研修をされた皆様に大いに期待をします」

と激励の言葉をいただきました。しかし、派遣者数は、100 名にとどかず、特に米

国の希望者が少ないようです。私達ＯＢは、自らの体験をより多くの人々に伝え、この研修事業の良さ

を知っていただき、研修生の発掘に努めたいと思います。 

我が農友会には、老若男女リスペクトすべきメンバーが数多くいます。本会事業を通じ、出会い、刺

激し合い、新しい脳業経営に役立てていただければ幸いです。 

最後に、関係機関の御指導・御協力をお願いいたしますとともに、会員皆様の益々の御活躍をお祈り

いたします。 

 
         

～フォーラムを終えて～ 

                                          理 事 田中 研二（西尾幡豆） 

今から 56 年前１人の青年が米国で研修し、帰国後自宅でバラの栽培を始めました。有名な花卉生産地も初

めの一歩は小さなモノでした。 

 今回のフォーラムは故浅岡敬介兄と関わりの深い施設を巡りました。フジプランツは世界中から苗を輸入

するグローバルな企業、憩いの農園はＣＭでもお馴染みの産直、特にバラ園はみごとです。レインボーは浅

岡兄の元で研修した人たちが作ったバラ生産組合、海外からの青年が多数働く大規模経営です。 

 交流会終了後、皆さんが笑顔で帰宅され嬉

しく思いましたが、一番喜んで頂けたのは、

亡き浅岡兄ではないかと思います。 

 次の日起きたら一面の銀世界、昨日が晴天

で良かったと思うとともに、ご参加いただい

た皆さまの心がけの良さで無事終えたこと

を心から感謝いたします。 
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小島正雄さんによる激励

     海外農業研修生と受入会員一覧 

研修生氏名 受入会員（支部名） 

ﾇﾙﾋﾏﾝ 

ｱﾘﾌﾟ ｱｾﾌﾟ ｼｬﾑｽﾙ 

ﾄﾌｧﾘ ﾓﾊﾏﾄﾞ 

ﾊﾟｼｪﾑﾊﾟﾝ ｼｬﾅﾊﾟﾝ 

ﾛﾝｼｨﾘ ｽﾘﾔｰ 

ﾜﾝﾁｬｲ ｾｰﾝﾜｯﾄ※ 

ﾌﾟﾗｾｪｰﾄ ｾｰﾝﾎﾟｰ※ 

内藤完次（西尾幡豆）

原 宜延（海部） 

山田貴史（尾張東） 

平田正樹（西尾幡豆）

永井祥一（田原） 

横山賢一（尾張東） 

宮地勝利（西尾幡豆）

※印は、技能実習生 

 平成２１年度の主な活動 

■ 平成２１年度通常総会 

 ６月３日（水）、名古屋市の名古屋栄東急インで開催しました。 

 総会には、愛知県農林水産部長永田清様を始め関係機関の方々

に多数御出席いただき、海外派遣農業研修生の帰国報告会、アセ

アン農業研修生・技能実習生の歓迎会を行いました。 

 交流会では、多くの会員と研修生が海外の農業事情、今後の農

業経営、研修の思い出などに花を咲かせました。愛知県からの最

初の農業研修生である東海市の小島正雄さんも出席され、会員や

研修生を暖かく励ましていただきました。 

 

■ アセアン農業研修生の受け入れ 

 (社)国際農業者交流協会が実施している「アジア

農業青年人材育成事業」により、本会の会員がアセ

アン諸国等の海外農業研修生を受け入れています。 

本年度は本県にタイ王国とインドネシアから５名

の青年が訪れ、４月 18 日から約 10 ヶ月間、本県の

各会員宅に滞在し、研修されました。ヌルヒマンさ

んは、今後２年間、技能実習生として引き続き学ば

れる予定です。 

また、今年度に技能実習生となったワンチャイ・

セーンワットさんとプラセェート・セーンポーさんの２名は、もう１年滞在されて学ばれます。 

本会では、６月３日に海外農業研修生歓迎会を開催したほか、夏期経営研究会や国際農業者フォーラ

ムにも参加していただきました。また、協会から地方研修を委託され、９月 16～17 日に、産業技術記

念館や愛知県農業総合試験場、豊明花き市場、八

丁味噌の郷など、視察・研修を行いました。 

 
地方研修（豊明花き市場） 

 

地方研修（農業総合試験場） 
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12 月に帰国した研修生と報告 

農業研修生海外派遣事業説明会 

■ 海外派遣研修生の帰国報告会 

   平成 20 年 12 月に帰国した、平成 18 年度海

外派遣農業研修（アメリカ・コンビネーション

コース）生の天野真光さんと中村優希さん、平

成 21 年 3 月に帰国した、平成 19 年度海外派遣

農業研修（ドイツ・プラクティカルコース）生

の北川知樹さんの３方に、６月３日に研修内容

などを報告していただきました。 

 また、12 月には平成 19 年度海外派遣農業研

修アメリカ・コンビネーションコースに参加した５

名が帰国し、２月５日の国際農業者フォーラムで３

名の方に写真をもとに思い出を語っていただきまし

た。 

 詳しくは、総会で配付します平成 19 年度海外派遣

農業研修生報告書「夢は大きく世界へ」を御覧くだ

さい。 

 

■ 平成 21 年度海外派遣農業研修生の激励 

平成 21 年度には、ヨーロッパへ３名、アメリカヘ

１名が派遣されることになりました。 

大きな夢を胸に、平成 22 年３月に、各研修先の国

へ出発されました。いろんな体験や交流を通して多

くのことを感じ、たくさんのことを学ぶことができ

るでしょう。 

 

■ 海外派遣農業研修生の推薦に向けて 

 7 月 1 日に愛知県立農業大学校において事業説明会を開催し、(社)国際農業者交流協会の三浦さんか

ら事業内容や研修風景を紹介いただきました。また、12 月に帰国した天野真光さん（アメリカ）、中村

優希さん（アメリカ）、平成 18 年

度の研修生の山田貴史さん（スイ

ス）の３名から研修体験を語って

いただきました。 

 ８月 10 日には推薦者選考会を

実施し、森田副会長と豊橋支部の

磯田監事が選考委員を務めまし

た。 

受験された２名の方々はいず

れも優秀で、ただちに(社)国際農

業者交流協会に推薦しました｡ 

平成 21 年度海外派遣農業研修生一覧 

氏  名 市町村 派遣先 

竹内阿里加 

竹内  翔 

北村 真也※ 

山中 健嗣※ 

常滑市 

設楽町 

半田市 

名古屋市 

スイス 

アメリカ 

ドイツ 

オランダ 

※印は、国際農業者交流協会への一般応募者 

 海外派遣研修生帰国者 

帰国者氏名 市町村 派遣先 帰国時期

中村 優希 

天野 真光 

豊 橋 市 

豊 川 市 

アメリカ 

アメリカ 

H20.12 

H20.12 

北川 知樹 

中西 勇人 

花井 隆人 

染川 大輔 

跡治 伴則 

鈴木 翔太 

名古屋市 

一宮市 

大府市 

豊橋市 

豊川市 

名古屋市

ドイツ 

アメリカ 

アメリカ 

アメリカ 

アメリカ 

アメリカ 

H21. 3 

H21.12 

H21.12 

H21.12 

H21.12 

H21.12 
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楽しかった経営研究会 

    

交流会で発表に聞き入る会員のみなさん       研修報告する跡治さん   中野さんによる激励 

■ 好評だった夏期経営研修会！ 

 平成 21 年度も夏期経営研修会は知多支部が当番となり、８月４日（火）に美浜町奥田のかんぽの宿

「知多美浜」で開催しました。会員とその家族、アセアン農業研修生など総勢 78 名が参加しました。 

農友会恒例のビンゴゲームでは、商

品として会員が持ち寄った農産物の

他に豪華扇風機も準備され、数字が読

み上げられるたびに参加者は一喜一

憂しました。扇風機をもらったアセプ

は夏を涼しく過ごせたことでしょう。 

その後、バーベキューや海水浴をし

て、楽しいひとときを過ごしました。 

 知多支部の皆様、お疲れ様でした。 

 

■ 国際農業者フォーラムの開催 

 本年度は、昨年度の田原支部を引き

継いで、西尾幡豆地区が当番となり、

2月５日（金）に西尾・幡豆地区で開

催しました。 

 昼の現地研究会は、①フジプランツ、

②憩いの農園、③レインボーを視察し

ました。 

 夜の交流会では、農林水産部長にも

出席いただき、平成 19 年度海外派遣

農業研修生の帰国報告会、アセアン農

業研修生の研修報告会を行いました。 

 研修生の帰国報告では、スライドを

バックに研修生の思い出や将来に対

する思いなどを聴くことができました。 

西尾・幡豆支部の田中理事さん、本当にお疲れ様でした。 

参加できなかった会員の皆さん、次回の国際農業者フォーラムには是非、御参加ください。 

見事に分業システムが確立しているフジプランツ 


